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　To　he［p　ensure 　the 　proper　use 　of 　nonprcscription 　drugs，　 we 　developed　 a　drug　information　database　 wi 且h 謎 drug　imerac一

口on 　checking 　function．　The 　database　was 　set 　up 　by　using 　Microsoft  Access　2002　for　Windows ．　There　are 　a　total　of　eight

tables　in　the　dalabase：drug　informatio「［ for　n く）nprescription 　and 　prescription　drugs，　ingredients　of 　nonprescription 　and 　pre−

scriptk ）n　drugs，　product　information　f〔｝r　nonprescription 　drugs，　drug　i囗teractk）ns 、　contraindications ，　and 　lherapeutic 　catcgo
−

ries．　All　tab］es　have　links　to　eaGh 　other 　using 【he　Japanese　Article　Number 〔JAN ）Code　and 　generic　names 、　The　da1a　used

f〔，r　the　database　were 　Iaken 　fronl　res〔｝u 【℃ es　such 　as
“
Japan　Self−Medication　Database　Center

”
．
“
The　Medical正nforma 口on 　Sys−

tem 　Development　Center
”
，
随
亅apan 　Pharmaceutica］Infomnation 　Center

”
，　and

圏’
Hansten　and 　Hom

’
sDrug 　Interactions（Facts

and 　Comparisonsブ．　Three　differer11［evels 　are　a∬ igned　to　drug　interacti〔｝ns ；こセvoid 　colnbinahon （leve】1），　avoid 　combination

unless 　benefit　outweighs 　risk （level　2），　and 　monilor （level　3）、

　 The 　daIabase　contains 　data　on 　l　4，496　nonprescription 　drugs　 and 　l　8，159　prescription　drugs．　A 　total　of 　2，094　drug　inlerac−

tions　are 　recorded ，140f　them 　assigned 　level　l，165 ｝evel 　2　and 　19［51evel3．　Five　hundred　six｛y−three　ingredients　wcrc 　 used

for　both　prescriptio匠1　and 　nonprescription 　drugs，2盈8i冂gredients　c）f　the：n 　having　contraindications 　when 　used 　tts　prescription
drugs．　The　database　e壮11ciently　retrieves 　gelleral　drug　informatkm ，　information　on 　drug　interactions　and 　contraindicati （）ns　fc）r

nonprescription 　drugs　when 　enquiries 　are　nlade 　using 　bl・and 　names ，　generic　nalnes ，　or　JAN 　codes ，　We 　c 〔川 sider 〔川 r　databuse

to　be　a　use 「ul　tool　for　ensuring 　the　proper　use 　of 　drug〜 and 【br　promoting　self−medication ．

（
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緒 言

　厚生 労働省 は，医療費の 増 大を抑制す る た め ，生活習

慣病 の 発 生 を 防 ぐ 1次予防の 必 要 性 を啓発す る ととも

に，健康増進法を施行 し，自己 の 身体は 自分 で 管理 し自

分 で 守 る と い うセ ル フ ケ ア （自己健康管理 ）の 思 想 を推奨

し て い る
11．ま た，自分 の 健康へ 関心 を持つ 国 民 も増 加

し，セ ル フ メ デ ィ ケ
ー

シ ョ ン の 概念 が 浸透 しつ つ あ る．

こ の 概 念 は，各機関 に お い て 定義 さ れ ，日本薬剤師会で

は 「自己の 健康管理 の ため ，医薬品等を自分の 意志 で 使

用 す る こ と」，セ ル フ メ デ ィ ケ ー
シ ョ ン 推進協議会 で

は
， 「

一
般用医薬品や

一．・
般検 査 薬 を 使 い ，軽度 の 風 邪 や

下痢 な どの 軽度医療 を，自分 で 責任 を持 っ て 治療 す る こ

と 〔狭義月 と して い る．2002年，厚生 労働省 は セ ル フ メ

デ ィ ケー
シ ョ ン に お ける一

般用医薬品の 定義 を 「一・般の

入が 薬剤師等 か ら提供 され た 適切な 情報 に 基づ き，自ら

の 判断で 購 入 し，自 らの 責任 で 使用す る 医薬品で あ っ

て，軽度な疾病 に伴 う症状 の 改善 ， 生活習慣病等の 疾病

に 伴う症状 の 予防，生活の 質の 改善 ・向上，健康状態の

自d 検査，健康の 維持 ・増 進，そ の 他保健衛生 を目的 と

す る もの 」 と して い る
tt．また，セ ル フ メ デ ィ ケ

ー
シ ョ

ン 実施 における 選択 の 幅を拡大 し，よ り効果を発揮する

医薬品 の 提供 の た め ，ス イ ッ チ OTC 薬 の 開発も積極的

に 進 め，年 々 切 れ味 の 鋭 い 商品が 1．浦 され て い る ．

　薬局や ドラ ッ グ ス トア に お い て ，消費者が一
般用医薬

品 を 効 果 的 か つ 安 令 に 利用 す る た め に は，薬 剤 師か らの

情報提供は 不可 欠 で あ る
・：1

．薬剤師は，　 般 用医薬品の

「¶ 県幕｛肺 斜 11田∫ホ 3 、H 。 −3 ，　K 。，ag 、wa −m 、、hi，・Kan 、zawa −
、hi．1、hikaw 、，　920’・ll81・J、p、n
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適切 な選択 お よ び使用法等 の 相談応需 に よ り，
一

般用医

薬品の 適止 使用 に寄
’j・す る役割 を担 っ て い る，消費者 は

一
般用医薬 品 の 副作用 や 相互 作用 な ど安全性 に 関する 情

報を望 ん で い る
’a1／．しか し，医療現場 に お い て 情報提供

が i．分 に実施 され ず ，
．．一

般 用 医薬 品 の 使用時 に 関わ る 有

害事象，相互 作 用 に よ る死 L二例 な ど 多くの 事例が報告 さ

れ て い る の が 現 状 で あ る
．一、・，

　医薬 品 の 適 正 使用 に 関す る 情報提供 の 手段 の つ と し

て ，医薬品情報 デ
ー

タ ベ ー
ス の 活用 が あげ られ る．近年，

　般 用医薬品，健康食品な ど と医療用医薬品の 相 互作用

に 関す る デ
ー

タ ベ ー
ス は 数種開発 さ れ て きて い る

fi．／．し

か し， 多くは医療用医薬品 か ら相 旦作用を 検索す る デ ー

タ ベ ー
ス で ，

一
般用医薬品 か らの 検索や

一
般用医薬品間

に お け る 相彑 作用 を検索 で き る もの は 市販 され て い な

い ．また，こ れ らの 情報源 に は 医療用医薬品の 添付文書

が 用 い ら れ て い るが ，同成分 で も製薬企業 に よ っ て 相 tl／

作用の 記載内容が異な る な どの 不具合な点もあげ られ て

い る．した がっ て ，第
．｛者機関に お ける相 互作用 の 臨床

で の 重要性を評仙 した デ ータベ ース が 必 要 で あ る と考 え

られ る．

　今回，われ われ は
一
般 用 医薬品の 適止 使用 を 目的 に，

薬 剤 師 が 適 切 な 情 報提供 を保険薬局 な ど医療現場 に お い

て 実現す る た め に，一
般用医薬品 における 相互作用，禁

忌 症，添付文書情報 を JAN コ
ー

ド（亅apanese 　Artic［e　Num −

ber　 Code）か ら効率 よ く検索で き，情報提供を ロ亅
．
能 と す

る一
般用医薬品医薬情報 デ

ー
タベ ー

ス の 構築を試み た．

概要お よび方法

1． 使 用機 器 お よ び ソ フ トウ ェ ア

　パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ
ータ と して ，機種 は VAIO 　PCG −

GR5E 　BP （SONY ），オ ペ レ
ー

テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 〔OS ）

は Window 譜 XP 　Professional，セ ン トラ ル ・プ ロ セ ッ シ

ン グ ・ユ ニ ッ ト（CPU）は Mobile　 Intel　 Pcntiumig皿1．13

GHz を使用 した．デ
ー

タベ
ー

ス ソ フ トと して ，Microsof漕

Acccss　Version 　2002を用 い た．

2． マ ス タ フ ァ イ ル の 設計

　 フ ァ イル 容量が 大 きい 場合 ， 実用上優れた内容 で あ っ

て も，検索 な どの 処理能力 の 低 ドを招 き，また デ
ー

タ N

新 な ど の メ ン テ ナ ン ス の 作業 が 複雑 で あれ ば 最 新 の 情報

は 得られに くくなる．そ こ で，デ
ー

タ ベ ース を構築す る

に あ た り，で きる 限 りフ ァ イル の 容量軽減化を図 り，メ

ン テ ナ ン ス 性 に 優 れ た デ
ー

タ ベ ー
ス 構造 に な る よ うに配

慮 し，構築 を図 っ た．

　 1）一
般用医薬品情報マ ス タの 設丙l

　 lT を利用 した 効率 よい メ ン テ ナ ン ス を 図 る た め，　 Web

上 に公 開 され て い るセ ル フ メ デ ィ ケー
シ ョ ン デ

ータベ ー

731

ス 〔セ ル フ メ デ ィ ケー
シ ョ ン ・デ

ー
タベ ー

ス セ ン タ
ー
，

http：，
’
jsm−db．info

「
）を利用 し，

一・
般用医薬品情報 マ ス タ

を設計 した，こ の データベ ース は，平成 ユ0年 8 月か ら 中

小企業庁 ・補助事業 「中小 小 売業商品 デ
ー

タ ベ ー
ス 整備

事業 1の 環 と して 開発 さ れ，
一．・
般用医薬品業界共通 の

イ ン フ ラ として，
．一
般 用 医薬品等に関す る 基 本的 な商品

情報 を企業が イ ン ターネ ッ ト上 に 登 録 し，小売業 ・卸売

業等が 広 く必要 な情報 を検索
・ダ ウ ン ロ ー

ドして 利用す

る もの で あ り，そ の 情報内容 に 関 して 信頼性 に 優れ て い

る デ
ー一

タ ベ ー
ス の

一
つ で ある ．現在，市販 さ れ て い る

一

般用医薬品約15
，000品囗の 情報が

一
括管理 され ，常時，

最新 の 情報を人于す る こ とが で き，また 情報内容は CSV

Ccoma　separated 　va ］ue ）形 式 で ダ ウ ン ロ ードす る こ とが 口∫

能 で あ る．こ の デ
ー

タベ ース を用 い ，本 シ ス テ ム に お け

る商岨の 特定や メ ン テ ナ ン ス に 必要 とす る 項目 と して ，

JAN コ ード，商 品名，製 薬 企 業名 ， 発 売年月 冂，剤形

な ど39項目 を利用 した．

　 2 ）　 般 用商品情報マ ス タ の 設 計

　 般 用医薬品の 多 くは 配合剤で あ り，相互作用 が どの

成分 間で 起 こ る かを把握 しや す くす る た め ，本 デ ータ

ベ ー
ス で は ， 1 レ コ

ー
ドに JAN コ

ー
ド，

一
般用医薬岨

成分 コ ード，記載成 分名（1成 分）か ら な る 情報 マ ス タ を

作成 し た，さ ら に，リ レーシ ョ ン シ ッ プ機能 に よ り，
一

般 用 商 品 情報マ ス タ に 成 分 を 人 力す る と 自動的に 関 連す

る JAN コ ードが 入力 さ れ る よ うに 設計 し， 成分 の 入 力

作業の 効率化 を図 る こ と を 可能 と した，なお，成分 に は

　般 用医薬品の 添付 文書 に 記載 され て い る 成 分名を 人 力

した．

　 3 ）
一

般用医薬占眉成分 マ ス タの 設計

　相 互 作用 お よ び 禁忌症 に つ い で 1冑報提供す る た め に

は，成分 名を特定す る必 要 が あ る．その た め ，一
般用医

薬品成分名と成分 コ ードか ら な る
・
般用医薬品成分 マ ス

タ を構築 した，しか し，一
般用医薬品の 成分 に は

， 化学

成分，生 薬，漢方薬 が 使用され，こ れ らを統
一

したコ
ー

ド体系 は な い た め ，入 力順連続番 号を仮 コ ードと して ，

作成 した．一
般用医薬品 の 成 分 名は 大衆薬 事典

9’：
，　 般

用医薬品 の 各添付 文書 の 成 分 名を参考 と し，統 イヒを

図 っ た ．

　 4 ）医療用 医薬 品情報マ ス タの 設計

　医療用医薬品 に お い て は，医療情報 シ ス テ ム 開発 セ ン

ター
（MEDIS −DC ：The　Medical　Infonmation　System　Devel−

opmenL 　Center）の 開発 した 標準医薬晶名マ ス タ
ー

（医療情

報 シ ス テ ム 開 発 セ ン ター，http：／’www 」medis ．or．jpf）を

用 い ，コ ー ド体 系に HOT 番 号 を 利 用 し た．こ の HOT

番号 は，標準化 され た 医療情報 の 共有，流 通 を推進 して

電 ∫
・
カ ル テ など の 医療情報 シ ス テ ム の 開 発某盤を整 備 す

る た め に ，厚 生 労働省 が MEDIS −DC に 委託 し て 設 定 し

た コ
ードで あ り， 利用頻度が高い コ

ー
ド体系（薬価基準

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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収載医薬品 コ ード，個 別 医 薬 品 コ ード，JAN コ
ー一

ド，

レ セ プ ト電算 処 理 シ ス テ ム 用 コ
ー

ド）を関 連付け管理す

る た め の 永久不変 の 基準 コ
ー

ドで あ る．Web 上 か ら標

準医薬品名マ ス ターを テ キ ス ト形 式 で ダ ウ ン ロ
ー

ド し，

別途，成分名，薬効分類 の 情報 を 日本医薬品集デ
ー

タベ ー

ス
L｛／1／

か ら取 り込み ，こ れ ら を統合 し，医療用 医薬 品
・1肖報

マ ス タ と した ．こ の 統合に よ り
， 医療 用 医薬 品 の コ ード

体系は，他 の 医薬品情報 デ
ー

タベ ー
ス と互 換性 を確立 す

る こ とが 可 能 で あ る．

　 5 ）医療用医薬品成分 マ ス タの 設 計

　医療用医薬品 の 成 分 に お い て も
．・
般用医薬品の 成分 と

同様，標準化 さ れ た コ ード体系 は な い
　］］　1／．そ の た め ，医

療用医薬品情報マ ス タ か ら，医療用医薬品成 分名，
一
般

名（英名），薬効分類名 を 抽出 した 医療用医薬 品 成分 マ ス

タ を作成 した 。医療用医薬品の 成分 コ
ードは YJ コ ード

〔個別医薬品 コ
ー

ド ：医薬情報研究所管轄＞12桁の 内，上

位 7 桁 を利 用 す る こ とと した．こ の 7桁 の コ
ードは上 位

4 桁 が 薬効分類，残 り 3桁は 投与経路 お よ び 成分の 意味

を持 つ コ
ードで ある，

　 6 ）相 π 作用マ ス タ の 設司

　本 デ
ー

タ ベ ース の 相 互 作用 情 報 に は Hanstcn　 and

Horn
’

s　 Drug　 InteractionsL2iを用 い ，．・
般用医薬品 と 医療

用 医薬 晶，
一

般用 医薬品同士 に お け る 情報 を 入力 した．

資料 に 記載 され て い る 相 互 作用情報 の 中か ら本 デ
ータ

ベ ース の
一
般用 医薬品成分マ ス タ と医療用医薬品成分 マ

ス タ の 成 分名 に 該当 した もの に対 し，概要，リ ス ク フ ァ

ク タ
ー，対処法 に つ い て 入 力 した．相互 作用危険度 は 3

段階表 示 と し， 1 を 「併用 禁忌」，2 を 「原貝「」禁忌」，3 を

「注 意」 と した，ま た，成 分 の 重 複 に 関 して は ，便宜 ヒ

6 と して 登録 した．相互 作用危険度 を もとに，別 途 回 避

策 の 有無 が
一
泪 で わ か る よ うに 評価 コ ードと して 1 か ら

4 の 順 に コ ードを加 えた ．こ れ ら の 項目を ま とめ た マ ス

タ を 杣互 作用 マ ス タ と して 構築 した，相互作用 に お い て

は
， 各機関で 特 異 的 な コ

ー
ド体系 が 作成 さ れ て い た た

め，ど の よ うな成 分の 相 互作用 な の か を把握で きる よ う

に
一

般用医薬品成分名 の 英名頭 3文字を含め た 7桁 を相

互 作用 マ ス タ の 管 理 コ ードと して独 自に作成 した．

　構築 した 相互作用マ ス タは，相互 作用情報の 容量 の 軽

減，入力の 効率化 を考 え，相互 作用マ ス タに 加 え，成分

コ
ード と相 亙 作用 コ ードの み か らな る

．．
般 用 医薬 品 と医

療用医薬品，一
般用医薬品同士 の 2 種の 相 互 作用 サ ブ マ

ス タ を作成 し た．各サ ブ マ ス タ は相 互 作用 コ
ー

ドを管理

コ ード と し，リ レ
ー

シ ョ ン シ ッ プ を定義 した ．こ れ に よ

り，メ ン テ ナ ン ス を行う際，相互 作用 マ ス タ の デ
ー

タ を

更新す る こ とで ，他 の 2 つ の サ ブ マ ス タに お い て も更新

内容 が 反映で き，効率 よ い メ ン テ ナ ン ス 作業を ロ」
．
能 とし

た．
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　7 ＞禁忌症 マ ス タ の 設 計

　一
般用医薬品の 添伺文書で は，医療用医薬品の 「禁忌」

に 該当す る 内容 が 「して はい けない こ と」 と して 記載 さ

れ て い る ，しか し，
一

般用 医薬晶の 添付文書 に 記載され

て い る 内容 と，医療用医薬品の 添付文書 に 記載 さ れ て い

る内容 に は大 きな 差が 認め られ る．そ こ で ，
一
般 用医薬

品 の 情報提供時に ，同成分の 医療用医薬品の 禁忌症の 内

容を参照 し，情報提供 に活用で きる よ うに 禁忌症 マ ス タ

を構築した．禁忌症 の 内容 に つ い て は，日本医薬品集 デー

タベ ース の 医療用 医薬品 に お ける 禁忌症 の 内容 を テ キ ス

ト形式 で取 り込 み，こ の 情報をもと に，一．・
股 用医薬品 と

同成分 に お け る 禁忌症 を入力 した．入力 の 際，管理 コ
ー

ドは一
般用医薬品成 分 コ ードと した．

　 8 ）薬効分類マ ス タの 設計

　一
般用 医薬品の 薬効分類マ ス タ を管理 す る た め の コ

ー

ドと して JICFS （JAN 　 ITem　 Code　 File　 Servlce）商 品分 類

コ ード（流 通 シ ス テ ム 開発 セ ン タ
ー．ht．tp ：t

・i」
www ．dsri−

dcc．jp〆）を利 用 し，薬 効分 類 を人 力 した．こ の 分類 コ
ー

ドは，セ ル フ メ デ ィ ケーシ ョ ン デ
ー

タ ベ ー
ス に 使用 さ

れ，リレ
ーシ ョ ン シ ッ プ を形 成す る上 に も適 して い る．

なお ，こ の コ
ード体系 は．流 通 シ ス テ ム 開発 セ ン タ

ー
に

よ り
一
括管理され，医薬品の み な らず食品な ど の 幅広 い

商品に対応し，大分類，中分類，小分類，細分 類 か ら構

成 さ れ て い る もの で あ る ．

　
一・
方，医療用 医薬品の 薬効分類 マ ス タ に は 薬効分類

コ ードを管理 コ
ー

ドと して利用 し，薬効分類 を 入力 し

た．

3． データベ ー
ス の構成

　デ
ー

タ ベ ース は，「一般用医薬品情報 マ ス タ」，「
一．

般

用商品情報マ ス タ 」，「
一

般用医薬品成分 マ ス タ」，「医療

用 医薬 品 情報マ ス タ」，「医療用医薬品成 分マ ス タ」，「相

互 作 用 マ ス タ （対医療用，対
一
般用）」， 「禁忌症マ ス タ 」，

「薬効分類 マ ス タ 〔医療用，
一

般用）」の 各マ ス タ を構築

し，リ レ
ーシ ョ ン シ ッ プ を 定 義 し，相 互 に 連結 し た

（Fig．1 ），そ の 際，各マ ス タに あ る情報か ら，必 要 とな

る 項 目を取 り出 し，画 面表示 で きる よ うに 加工 した．ま

た，必要 に 応 じ Visua】Basic　 for　 ApphcaIions（VBA ）を使

用 し．デ
ー

タ ベ ー
ス の シ ス テ ム を作成 した．

4．　 デ ータベ ー
ス の ア ウ トラ イ ン

　作成 した 各マ ス タ を リ レーシ ョ ン シ ッ プ に よ り連結 し

た後，必要 とす る項 目 を組 合せ ，フ ォ
ー

ム （画面）を構成

した．薬 剤 師 は 医 療 現 場 にお い て，検索用 の 画 岶亅を参照

しな が ら，相 互 作 用 な どの 情報提供 を行 うこ と が で き

る．画面操作は 以 下 の とお りで ある ．

　 1 ） メ ニ ュ
ー

画而（Fig．2   ）

　薬剤師が 相互 作用，禁忌症 に つ い て 情
・
服提供す る際，

（

（
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一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

医療薬学 Vel．30，No．11（2004〕 733

囗
一般用医薬皿精報マスタ 一設用医薬品 成分マヌタ 相互作用← 鹸用 X 医療用）

　　　　　　　　．．、　 　 　 ロロ　 刀 ：コ
ー一

艘 用 商品檳 報マスタ

J自Nコ
11．J刪 コ

』．’
メ
ーカー名

一
股用医薬品成分 コ

ー．．
相互「乍用コ

ー”
一

股用医薬品成分 コ
ード 一

股 用医藥品成分名
一
股用医桑品成分コ

ード

医療 用医 藁 品 成 分名一般名英名
商品アイテム 名称 言　 減 分名 一股用医薬品歳分名 ナ 医療 用 医 薬 品成 分 コ

ー
ド 薬効分類

メ
ー
カ
ー
希 望小 亮価 櫓 備考

變 売 年 月 MED 隠
一DC

剤形 芯
　 　 　スタ 融 ← 　 　 x 一般勵 基準番号（HOT 　 言

』GF5商 品分 類 コ
ー

ド 一股用医藁品成分コ
ード　　ロ　　　ノ丶 右互作用 コ

ード 処方用番号（HO η，相互「乍用コ
ー
ドー恥

　 　　
ロ
　
凸

コ
ー

ド
・蚤 ． ＿　ゐ　　　　　　　ロ　　　ピ丶 △

　　
．
　　1　　　

ロ
添 ・　 の 作成 倣 訂）年月日 芯 県

ロ　　　〆丶 一仙
　　　

ロ
　
ハ

コ
ード

添 ・　　 ．
ぺ 一．

数

≡回　 1　 　　
日

　　　　囗　ヒ

一一
…

　…

　…

　…

　［

D川　   tB旧匚量i。隠評 ‘ 紬 Mコード
対処コ

ード 口
相互作 用 商品名

薬価基準収載薬品コ
ー

ド

YJコード顕
x 目　　　〆丶

　 → 　　
榊

処理システム コ
ー

ド 

　　　　
榊

豚 システ ム コ
ー

ド 

土 景　　川言・几ぐ 目
　
ハ

コ
ー
ド

肓 田 吉

｝ （一　　⊃

1

：

：

．
：．．

レセプ ト　
脚
処理システム医薬品名薬価基準

一日薬価基準六分類コ
ー
ド 大分類コ

ード 薬効小分類マスタ（一　 　） 規 格単 位

六分類名 中分類コ
ー」．

桑勤分類 包装形態中分類コ
ード

中分類名 ’卜分類 コ
』』「

YJコード
小分 類 名 メモ

　　　　　 スタ（医療用）

大分 類コ
ー’．

マス タ　　 用⊃

包萇　位 鴃

包嫂単位単位

包装総量数

包建総量単位

商品名英名一
股名英名六分嚢細

亠．’

　「　．　．

　 ：

　 ：

．．．
　：．．

　　川　　マ スタ齟 用）

中分額コ
』幽．六分 類名 区分中分類 コ

ー
ド

中分類名 小分 類 コ
ード （医 療用） 製這会社

小分類名 細分類 コ
』．．

販売 会社

細分 類 名 更新区分
更新年月日

rftN
Fig．1．マ ス タ問 の リ レ ーシ ョ ン シ ッ プ （点線 部 は ク エ リ を用 い て コ

・一
ド変換．）

魎 書 表・ 

一．
唾 コ

ー一

｛
．

辱
品詳細情 報
・商品 名

一
覧

・・ 症遍⊃

　 　 一
一

注響鑼隰 覊

．．t＝N

Fig．2．　
一般 用 医薬晶 医薬 情 報デ

ー
タベ

ー
ス の プ ロ グ ラ ム チ ャ

ート

患者 が 臼分の 服薬 して い る 商品名ま た は 成分名 を 明確 に

記 憶 して い る こ と は少 な い ．そ の た め
，

一
般用医薬．品商

品名，成 分名，医療用医薬品商品名の い ずれからで も，

情報検索 を行 え る よ う に 作成 した．

　2 ）　般 用医薬品検索画面〔Fig，2   〉

　
一

般用医薬品側 から相．互 作用等 の 情報を検索 す る 場

合，メ ニ ュ
ー
画面 の 「般 用医薬品検索」を選択す る と，

一
般用医薬品検索画 面 が表示 され る．商品検索 に は，JAN

コ
ー

ド，商品名 ，薬効分類 の い ずれ か を入力す る こ とで ，

検索 で きる プ ロ グ ラ ム を作成 した．JAN コ ード と薬効

分類検索 は，キーボー
ド操作 に よ る 直接 入 力 あ る い は

．・

覧 か ら選択 して 入力で きる 方法 と した，また，商品名か

ら検索 す る場
．
合は，包装数量 まで すべ て 入力す る 必要は

な く，商 品 名 の 頭 文 字 の 直接 人 力 で ，該当す る 商品す べ

て を画面 H の
一

覧 に 表示す る 設定 と し た．検索 した 結呆

を解除す る場合 は，解除 ボ タ ン を押す と もとの 初期 画 而

に戻 る よ う に作成 した．また，人力項 H を未 入 力 の まま，

検索を開始 した場合 や 未登録 の 文字 が 人 力 され た場 合 ，

それ ぞれ 「未人力」， 「未登録 1の エ ラーメ ッ セ …ジ を返

し，再確認 を促す シ ス テ ム と した．

　商晶名か ら検索 を実行 した場 合 ，　
・
覧 に 該当す る 商品

名お よ び 亅AN コ
ー

ドが表示 され る 〔Fig．3 ）．．一一
覧 か ら

目的 の 商品 を 選択 し，画面上 にあ る 「詳細 」 ボ タ ン を 選

択 す る こ とで ，商品詳細情報表示 画 而 が 表 示 され る設 定

と し た．な お，JAN コ
ー

ド， 薬効分類名 か ら検索 し た

場含も同様 に
．
表示 され る よ うに 作成した ．

　 3）商品 詳細 情報表示画面 （Fig．2   ）

　商品 の 詳 細画 而 は
一
般 用医薬品情報マ ス タ と 般 用商
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Fig．3．商 品名か ら の 検索 結果 両 面例 （商 品 名に ナ ロ ン と入 YJし た場合）
．（、

品情報 マ ス タ 間 に リ レーシ ョ ン シ ッ プ を 定義 し，選 択 し

た 商品 の JAN コ
ード，商 品 名，価格，薬効分類，配合

成分の 情報 を表示 で きる よ うに 作 成 した （Fig．4 ）．こ の

画面か ら
一

般用医薬品の 「添付文書」，
一

般 用 医薬晶成分

に お ける 「禁忌症」，「
一

般用医薬品 と医療用 医薬品の 相

互 作用」，「
一．一

般用医薬品問の 相 互 作用 」 の ボ タ ン を選 択

す る こ とで，各情報 を表示す る こ とが で きる．

　4 ）添付
．
文書表示画面（Fig．2   〉

　一
般用医薬竡の 添付文書情報 は

， 「添付 文書」ボ タ ン

を 選択 す る こ とで ，テ キ ス ト形式 で 添付．文書内容 を参照

す る こ とが で きる よ うに した．なお，添付文書情報 は セ

ル フ メ デ ィ ケーシ ョ ン デ ータ ベ ース に よ り情報更
．
新が 可

能で あ り，リ ア ル タ イ ム の 情報提供 が 可 能で ある ．

　 5 ）禁忌症表示画面 （Fig，2   ）

　禁忌症表示画面 は一
般用医薬品 成 分 マ ス タ と禁忌症 マ

ス タ 間 に リ レ
ー

シ ョ ン シ ッ プ を定義し，選択 した成分 の

禁 忌 症を表示 で きる よ う に 作成 した （Fig．5 ）．禁忌症 に

つ い て，薬剤師が
一

般用医薬品の 添付文書情報 だ け で は

不 卜分 で ある と判断 した場合に 確認 で きる よ うに付加 し

た．

　 6 ）相互 作 用表示 画 面 （Fig．2  ）

　相 互 作用 の
一

覧表示画面 は，
一・

般用医薬品成分 マ ス

タ
， 医療 用 医薬 品 成 分 マ ス タ，相互 作用マ ス タ，相互 作

用 サ ブ マ ス タ（
一

般用 と医療用），相 互 作用サ ブ マ ス タ

〔
一

般 用 と．一
般用）問 に リ レ

ー
シ ョ ン シ ッ プ を定義 し，作

成 した （Fig．6 ），ま た，相 互作 用．．・覧表 示 画 而 で 対象 と

な る 医薬品を選択 し，「詳細 な 相互 作用情報」ボ タ ン を

選 択 す る こ と で ，詳細 な相互 作用情報 を 別画而 で 表示で

き る よ うに 設 定 した．

　 7 ）相互 作用の 詳細表示画面（Fig．2   ）

　 相 彑 作 用 の 詳 細 表示 画 面は ，選択 した 成 分に よる 相互

作用 の 概要，作用機序，危険因子，対処法，相互作 用 の

（

JAN コ
ー
ド

商品アイテ ム 名称

商品名湘ナ 、’一
カ
ー
乖 翠小売

J吟F5編 分讙銘 C歪寧〉
．

498730604q618

ナ囗ン エ
ー
ス 16

囗ンエ
ー
ス 16 ンヨ

f f
劃

一

幽

盥

Fig．4．商 品詳細 情 報表示 画面 〔ナ ロ ン エ
ース 16錠 の 場合）
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御能の 低下に より．消化性濱瘍を惠化させ ることがある］

の で ．血 液の 異 常を更 に 悪化 させ るお それ が あ る］

障害 を更 に悪 化させるおそれが ある］

量の 低下 等より．腎障 害を 更 に 悪化 させ る おそ れ がある］

に よる 目

（b）重 篤 な血 液の 異 常の あ る患 者 ［副作 用として 血 液 障害 が 現 れるこ とがあ る

（c ）重篤 な肝障 害の ある患者 ［副 作 用として肝 障害 が現 れ ることがあるの で．肝

（d）重篤 な腎 障害 の ある患者 ［プ ロ スタグラン ジン 合 成阻害作 用 に よる腎 血流

（巳）重篤 な心 機能不全 の ある患者［プ ロ ス タグランジ ン 合成 阻害 作用 に よる

水・ナ トリウム 貯留傾向があるため．心機能不全 が更に悪化する おそれ があ
る］
ω 重篤 な高 血圧 症の ある患 者 ［プロ スタグラン ジン 合成 阻害 作 用 による水・ナ
トリウム 貯 留傾 向が あ るため．血 圧を更 に上 昇させ るお そ れ淨 あ る］
（g）本剤 の 成分 に 対し過 敏症 の 既往 歴の ある患 者
（h）アス ピリン 喘息 （非ス デロ イド性消 炎鎮 痛剤 等 に よる喘 息発 作の 誘発）又 は

そ の 既 往歴 の ある患者［喘 息発 作を 誘発 す ることがある］

厂 、
Fig．5．小 忌 症表丁 襾面 「イブ プ ロ フ ⊥ ン の 場 合）
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Fig，6，相 互 作 用 表示 画面 ｛イ ブ プ ロ フ ェ ン の 場 合 ）

／へ

危険度 に つ い て の 情 根 を参照 で きる よ うに 作 成 し た

〔Fig．7 ）．杣 互 作用 の 訐細表示両 面 中 の 「医療 用医薬

品」 ボ タ ン は，該当す る 医療用医菜品の 商品名 を別画面

で 表示で きる よ うに讒定 した CFig．8 ）．また，一
般用医

薬品間 の 相互 作 用 情 T 反に つ い て も同様 に 表示す る こ とが

で き，薬月店頭 で 情†艮捉供を行 うこ とが nJ 能で あ る．

　 8 ）　
・
般用医薬品成分検卓表示画面（Fig．2．豹

　　
一
般用医薬品の 成 分名か ら梺 忌症 ，相 互作 用 を伽索 す

る 場合，メ ニ ュ
ー

画而 の 「成分検索」を選 択 す る．一
般

用 医薬品成分 マ ス タ をもとに した 成分検索 ［由画 が 表示 さ

れ る．倹索方法は 枠内に キーボード操作 で 直接 人 力 し検

索す る方法 と成分
一

覧か ら選択す る 方法と した．な お，

検索項目に 入 力 した 成 分名が 未 入 力 や 十 登 ∬の 場 合，エ

ラ
ー

メ ッ セ
ージ を返す設定 と し，検索結果 を解除す る た

め の ボ タ ン も配置 した．

　入力 した 成 分 名 に 該当す る もの は
・
覧と して 表示 さ れ

る プ ロ グ ラ ム を作 成 した．禁忌症 ，相 互作用 に 関 す る 悁

尋 を確 忍で きる ボ タ ン を配 置 し，成分名か らの 情 Xllf，L 供

を可 能 と した，［tT．忌症」 ボ タ ン を 選択す る と 禁忌症表

示両面が ，各 「杣 互 作用」 ボ タ ン を押す と相互 作 用表卞

両 面 が 表 示 さ れ，詳細表示 画面 へ と 続 くよ う に し た

（Fig．2−一一一一〉 音19．

　 9）医療用医薬 品倹索画而 （Fig．2   ）

　メ ニ ュ
ー

画而 で 「医拵 用匡薬品検索」を込択 し た 場含，

医療用医薬品から
一

般用医薬品 と の 相 9：作用を検索す る

こ とが で きる，栃索画而 は医療用医薬品情報 マ ス タ をも

と に し，医療用 医薬 品 の 検索は 商 品名，医療用 医薬品 の

成分名，薬効分類名の い ず れ か を入 力 し行う．検索した

医療用医薬晶と†］．1互 作用 を起 こ す
一
般 用 医 冠 品を表示す

る 「相 互 作用」 ボ タ ン を選 択 す る と，ma 択 した 医療用 医

薬品と相 ig1作用 の 口∫能性めある
一
般用医薬品 の商品が

一・

Hb 表に 表示 さ れ る 〔Fig．2一く〉部 ）．また，商 品 の 特定 を

容易 に し，伽索効率を 図 る た め ，検索唄 目 に
一

般 用 医薬

品商品 名，JAN コ
ー

ドを
一
殳けた．

　10）メ ン テ ナ ン ス 唄 目選択画面 （Fig，2   ）

　 メ ニ ュ
ー

画面 の 「メ ン テ ナ ン ス 」 を送 択 し た 場合，メ

ン テ ナ ン ス を行 う各項 H，「 般 用医薬品」，「医療用医

薬品」，「相 彑 作用」，「禁忌症 」 を 選択す る画面 が 衣丁 さ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Fig．7．相互 作用の 詳細表示両面 （イブ プ ロ フ J ン とワ ル フ ァ リ ン カ リウ ム の 易 合 ）
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　Flg．8．該当医療用 医薬品一覧衣画面 （ワ ル フ ァ リン カ リウム の 場合 ）

「

れ，メ ン テ ナ ン ス をす る の に 必 裳 な 関 連 マ ス タ を表示 で

き る よ う に した．

結 果

　本 デ
ー

タ ベ ー
ス に 収載 した 登録医薬品件数 は，一

般用

医薬品14，496品目（91社），医療用医薬品18，159品目（546

社〉で あ る．くり返 し入 力 され て い る 小 要 な デ
ー

タ は，

フ ァ イル 容量 の 増大，マ ス タ問の 不整合が発生 しや す く

な る こ とが考えられ，可能な限 りコ
ード化 し，容量の 軽

減，不 整合 の 改善を行 っ た ．そ の 結果 ，フ ァ イル の 全休

容 量は約 150MB とな っ た．各マ ス タ間 に は，リ レ
ー

シ ョ

ン シ ッ プを定義 した た め ，
一

般用医薬品，医療用医薬品，

相 互 作用，禁忌症の 更新 を そ れ ぞ れ
一一・

箇所 で 統括 し て 行

うこ とが で き，さ ら に 連結 して い る マ ス タ へ 自動 で 反映

させ る こ とが で きる た め，誤入力の 少 な い デ
ー

タ ベ
ー

ス

と考 え られ る ．ま た
， 本デ

ー
タ ベ ー

ス で は
一
般用医薬品

の 商品名，一
般用医薬品の 成分名，医療用医薬品の 商品

名 い ず れ か ら で も，迅 速 （通 常 1 − 2 分）に 「相互 作 用 」

を検 索 す る こ とが で きる．特 に，　 般 用 医薬 品 の 検 索 で

は ，既 存 の 医薬 品 情報 デ ータ ベ ー
ス 同 様，商品 名，薬 効

分類名 の 項 目 を設け，さ ら に，JAN コ
ードか ら 商品検

索を ロ」能 と し た．JAN コ
ー

ド検索 は 商品 の 塙定を容易

に し，効率 よ く商品 の 「相互 作用 」，「禁齢 劃 な ど の 悄

報提供を 口∫能 と した ，一・
般用 医薬品 の 使用 上 の 注意 は 商

品 パ ン ケ
ー

ジ に 記載され てい るが，そ の 記 載内容 は 「使

用 上 の 注 意 」 の
一

部 に す ぎ ない ．そ こ で，本 デ
ー

タベ
ー

ス で は一
般用医楽品の 添付文書 を取 り込み，相互 作用や

禁忌症 に つ い て 梢報提供す る際，同時 に 参照で き る よ う

に 作成 した．

　収載 した 相互作用情報 は総訓2，094件 で あ っ た．内訳

と して，相互 作用の 危険度 1で あ る 「併用禁忌」 に 相当

す る もの は 14件 （Table　 1 ），危険度 2 の 「原則禁忌」 に

相 当す る もの はユ65件（Table　2〕
， 危険度 3 の 「注意」

に 相当す る もの はユ，915件（Table 　 3）の 情幸艮が見出 され

た ．また，今回 用い た Hans1en 　and 　Hom
’
sDrug 　lnteracti（）ns

に は，ハ
ーブ類な どの

一・
部の 保健機能食品 ，

ビ タ ミ ン 類

の 相互 作用も掲載 さ れ て い る た め，こ れ ら を一
般用医楽

品成 分 マ ス タ の 成 分 に 含め
， 相 互 作用 マ ス タ へ 入 力 し

た。こ の こ と に よ り，一
部 で は あ る が 保健機能食品 と一・

般 用 医薬 品，医療用 医薬 品 に お け る 相 互作 用 を検索可 能

と した．

　医療川 医薬 品 と重複す る
．一・

般 用 医薬 品 の 成 分 は 563i’1
あり，多 くの 成分が 一

般 用医薬品に 使用 され て い た，ま

（
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Table　l．「併用禁忌」に 該 当す る 相 互 作 用 例

讐般麻 医薬 職
F

孵 瓢 製 鵬 llご ．至医療用医薬品i鐸1黥ii』
や

艪 壼伺蒲   ．諄二駕 ．

塩 酸 プ ソ イ ドエ フ ェ ドリ ン ，エ フ

ェ ドリ ン ，麻黄
塩 酸 セ レ ギ リ ン 重 篤な高血圧 ，不 整脈

塩 酸 フ ェ ニ ル プ ロ パ ノ ール ア ミ ン
メ シ ル 酸 プ ロ モ ク リ プチ

ン
高血 圧

ア ル コ ール （エ タ ノ ール ） メ ト トレ キ サ
ー

ト 肝 障害 の 増 強

ア ル コ
ー

ル 　（エ タ ノ
ー

ル ） ク ロ ル プ ロ パ ミ ド 低血 糖

ア ル コ ール （エ タ ノ ール ） ジス ル フ ィ ラ ム ジ ス ル フ ィ ラ ム 反 応

Table 　2．「原則禁忌」に該当す る柑万 作用 例

鬻蜘 遶 嚥 ＿一。　　 ＿ ． 
臨 齢一

漁 1：謙 ；濃 ・  ；藍医飆 医藻話 灘 二；瀦 頴 ・近噸 導作用無 ；乏媒 …

ジ フ ェ ン ヒ ドラ ミ ン チ オ リダジ ン 心 室性 不整脈

シ メ チ ジ ン ワ ル フ ァ リ ン カ リ ウ ム 出 血 傾 向の 増 強

テオ フ ィ リン エ ノ キサ シ ン 中枢神経興奮

メ フ ェ ナ ム 酸 ワ ル フ ァ リ ン カ リ ウ ム 出 血 リス ク増 大

イチ ョ ウ葉 ア ス ピリ ン 出 血 リス ク増 大

厂 へ

Table　3．「注意」に該 当す る 相互 作用 例

雛 　 。馨聶；鰻鰻三…漁 i翼 票蠶 謡蠹 涯療男驪 輪 ll暴ilζ． 二湘 互繝 ；灌 ∴  

ア ス ピ リン 塩 酸 ジル チア ゼム 出血 リス ク増大

ア セ トア ミ ノ フ ェ ン フ ェ ニ トイ ン 肝 障害 の 増 強

カ フ ェ イ ン
　 o
シ フ ロ フ ロ キ サ シ ン 中枢神経興 奮
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た，医療用医薬品に おける禁忌症 に 該当 した
一

般用医薬

品 の 成分は218件 で あっ た ，

　本 デ
ー

タ ベ ー
ス の メ ン テ ナ ン ス は，相互作用情報の 元

資料 で ある Hansten　 and 　 Hom
’
sDrug 　 Interactionsの 更新

時 期 に あ わ せ 3 カ 月 に一度 ，すべ て の 項 目 に お い て
， 当

研究室 に お い て ，新蜆登録，削除，改訂作業 を 実施 して

い る．した が っ て ，最新の 情報 が 常時提供で きる もの で

あ る ．

考 察

　構築 した 般 用 医薬品医薬情報データベ ース は，
．
般

用 医薬 品 の 添 付 文 書 情 報 の ほ か，相彑 作用 情報，禁忌症

に 関す る 情報 を収載 して い る こ と か ら，一
般用医薬品の

情報提供時の 支援 ツ
ー

ル と して 非常 に 有用性 が 高い もの

で あ る と考 え ら れ る ．特 に
，

一
般用医薬品か らの 検索時

に JAN コ ー
ドを利用 して い る た め

， 効率 よ く商品を特

定 で き，情報提供 が で きる もの と考えられ る ．また，当

初 ，相 互作用情報 の 検索時 に 数種類 の 商品 を 同時検索 で

き る よ うに 構築 を 試み たが ，一
般用医薬品 を 包装単位別

で 入力 して い る た め，配合成分 は 同 じで あ っ て も包装単

位 が 異 な る商 品が 数多 く存在 し，商 品名 に よ る 相互 作用

情報 の レ コ ード数 が 20万 件 に達 し，検索時 に 時間 を 要 し

た．こ の こ とか ら，本 デ
ー

タベ
ー

ス で は成分 名で 相 互作

用情報を表示 し，1 商品ご との 相 互 作用 を検索す る 形式

を と り効率化 を 図 っ た．　
・
方 ， 相互 作用 を入力す る の に

使用 した資料 腕 ま，米園の 情報 で あ る ため，国内 の 添付

文書情報 とは 異 な る 場合 もあ っ た ，しか し，同 成 分 で も

製薬 企 業 に よ っ て 添付文書 の 記載内容が 異 な る な ど，そ

の 信頼性は低 い もの で ある と考え られ た．した が っ て ，

第 三 者 機 関 が 評 価 し た 資料 を も と に 構 築 し た 本 デ
ー

タ

ベ ース は，従来 の 医療用医薬品 の 添付文書 を 基 に した

データベ ース と は 異 な り，そ の 信頼性 は 高 い もの で ある

と思 わ れ る．

　　
・
方，こ の よ うな デ

ータベ ー
ス 構築 に おい て 念頭 に 置

くべ き点 と して ，他 の 医薬品情報 デ
ー

タ ベ ー
ス との 彑換

性 が あげ られ る ，特異 な ア プ リ ケ
ー

シ ョ ン ソ フ トの 使用

や 独 自の コ
ー

ド体系を用 い れ ば，互 換性 は な く，メ ン テ

ナ ン ス 効率が悪 く，無駄な時間を要 し，汎 用 性 は低い も

の で あ る ，今回，わ れ わ れ は 汎 用 性 の 高 い Micros〔冫ft  Ac −

cess を用 い た た め ，デ
ー

タ を移行す る作業を 円滑 に で

き，まだ幅広 い ア プリ ケ
ー

シ ョ ン ソ フ トと互 換性 が あ る

こ とか ら，他 の 医薬品 情報デ ータ ベ ース と 連 動 しや す い

デ
ー

タ ベ ー
ス で あ る と考え る．さ ら に，　 般 用 医薬 品 の

コ
ード体系 に は JAN コ

ー
ド，医療 H 医薬品 に は HOT 番

号 と，標準化 され た コ
ードを利用 した た め ，よ り簡便 に

デ
ータベ ース 間の リ ン ク を引 くこ とが で き，情報 の 共有

化を図 る こ と を 可 能 と した．しか し，標準化 した 成分 コ
ー

N 工工
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ド体系が 存在 しな い た め，本 データベ ース で は独 自の 成

分 コ
ードを作成 し た．今後，他 の デ

ー
タベ

ー
ス と互 換性

を確立す る た め に，業界統
・
コ ードの 必 要性 が 示 唆 され

た．

　現在，日本大衆薬工 業協会 か ら イ ン タ
ー

ネ ッ ト ヒで
一

般用医薬品 の 添付文書 が 公開さ れ て い る が，添付 文書 に

は安全性 に 関する 詳細な記載 は な く，また，　
・
般用医薬

品 に 関 す る
一

般 向 け の 詳細 な デ
ー

タ ベ ー
ス も普及 して い

な い た め，
一

般 用 医薬 品 の 情報提供が 十分 に 実施 され て

い る とは い い が た い ．今回，収載 した相互 作用悄報の 中

で 注意 を要す る 成 分 と して，ア ス ピ リ ン ，イ ブ プ ロ フ ェ

ン，ア セ トア ミ ノ フ J．ン ，ア ル コ ール ，カ フ ェ イ ン，シ

メ チ ジ ン な どが あ げ られ，こ れ らは
一

般用 医薬品に 多 く

配 合 され て い る もの で あ っ た．薬効別販 売 割 合 か ら見 て

も，ドリ ン ク剤，かぜ 関連医薬品の 占め る 割合 は高 く
］S ）

，

こ れ らの 商 品 が 他 の 医薬品 と併用 され る確率 も高い と 考

え ら れ る，　
・
方i 高齢者 は 複数の 診療科 を受診する 場合

が多く，医薬晶の 併用率が 2倍 に増加すれ ば，相互作用

の 発 生 率 も 2 倍 に な る との 報 告 もあ る
1’1／．こ れ ら の 患者

が
一
般 用医薬品等 を併用 した場合の 相 互作用 の 発 生 危険

度は さら に 高 ま る もの と考 え られ る．また，近年の
・
般

用 医薬岾 は 成分合有量か ら も
， 医療用 医 薬 品 と同 等の 作

用 を持ち，ス イ ッ チ OTC 薬 も50成分近 くあ る こ と か

ら
t’／
，　 般 用医薬品 と医療用医薬品，一

般用医薬品同士

の 相互 作 用 は ，医療用 医薬品 と同様 に
， 十分 に 注意 を払

う必 要 が あ る．薬局，ドラ ッ グ ス トア にお い て 本デ
ータ

ベ ー
ス の 有す る相互作用 チ ェ ッ ク シ ス テ ム は今後，さ ら

に 利用価値 が 高 ま る もの と考 え られ る，医療用 医薬品の

成分 に お ける 禁忌症 にお い て，
一

般用 医薬 品 の 成分 に該

当す る もの は2ユ8件あ り，特 に 総 合感冒 用 剤，解熱鎮痛

剤 に こ れ らの 成分が多 く配合 され て い た．相互 作用 と同

様，禁忌症に つ い て も薬局店頭 に お い て 注意を 払 う必要

が あ る と 考え られ た．

　以 上 の こ とか ら，本デ
ー

タ ベ ー
ス を薬斉「」師が 活用す る

こ とで ，消費者 に適 切な情報 を提供す る こ とが で き，一

般 用 医薬 品 の 適 正 使 用 推 進 に
．
卜分 貢献 で きる もの と 考え

られ ，こ の こ と は セ ル フ メ デ ィ ケーシ ョ ン の 推進 に も寄

医療薬学 Vo［．30，No．／1（2004）

与 で きる もの と思 わ れ た．今後，POS レ ジ シ ス テ ム と

連動 させ，一
般用医薬品の 適正使用 の た め の 情報 を効率

的に 提供で き
， 各企 業 に お い て 開 発 が 進 め られ て い る ユ

ビキ タ ス や 携帯端末機器へ の 応 用な ど，情報源 と して の

価値 と医薬品適正 使用に 十 分貢献で きる と思 わ れ る．今

回，構築 した こ の デ
ー

タベ ース は，プ ロ トタ イ プで あ り，

今後医療現 場 に お ける 有用性評価 を行い ，よ り効率的な

シス テ ム に 発展 させ つ つ ある ．
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